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表題：バンコマイシンの AUC 値を指標とした TDM の有効性と安全性の検証：多機関共同後方視的観察研究 

 

１．研究の対象 

対象となる方：入院中に、グラム陽性菌感染症あるいは経験的治療のためバンコマイシンの治療を受けた 18 歳以上

の方 
調査対象期間：2018 年 4 月 1 日～2023 年 4 月 30 日までに治療された方 

 

２．研究目的・方法 

目的： 

グラム陽性菌感染症や経験的治療で使用される抗生物質のバンコマイシンは、治療域が狭く、有効性（治療効果）と安

全性（腎機能障害）の観点から、バンコマイシンの血中濃度を測定することが推奨されています。近年、バンコマイシンの

血中濃度から血中濃度-時間曲線下面積（AUC）値を指標とした治療を行うことが、腎機能障害発生率を低下させることが

海外から報告されています。しかしながら、実臨床では AUC 値を指標とした治療は浸透していません。 

バンコマイシンの AUC 値を指標とした治療の有効性と安全性を明らかにすることで、グラム陽性菌感染症あるいは経

験的治療に対する治療成績の向上と腎機能障害発現率低下に役立つことを目的としています。 

研究期間：研究実施許可日〜2025 年 3 月 31 日 

 

３．研究に用いる試料・情報の種類 

☒ カルテ情報（氏名、住所、電話番号など個人を特定する情報は除く） 

☒ 画像   ☒ 検査結果   ☒ 血液   ☒ 尿・便   ☐ 腫瘍組織 

☐ その他（詳細：            ） 

 

４．外部への試料・情報の提供 

☒ あり（提供先：慶應義塾大学 薬学部長 三澤日出巳）                ） 

☐ なし 

 

５．資料情報の取扱い 

提供方法： ☒ 配送   ☐ インターネットを介して   ☐ その他（詳細：         ） 

保管場所：栃木県立がんセンター薬剤部 

保管責任者：吉澤 朝枝 

保管期間：研究終了報告後 5年間又は研究結果の最終公表後 3年間 

 

 

５．研究組織 



 
慶應義塾大学薬学部 医療薬学・社会連携センター 医療薬学部門 河添 仁 

岐阜大学医学部附属病院 薬剤部 丹羽 隆 

横浜南共済病院 薬剤科 橋口宏司 

名古屋市立大学医学部附属西部医療センター 薬剤部 佐藤由美子 

市立東大阪医療センター 薬剤部 村地 康 

済生会横浜市東部病院 薬剤部 菅野 浩 

東京都済生会中央病院 薬剤部 間宮伸幸 

宮城県立がんセンター 薬剤部 土屋雅美 

群馬県立がんセンター 薬剤部 大橋崇志 

 

6．利益相反 

臨床研究における利益相反(COI:Conflict of Interest)とは、「主に経済的な利害関係によって公正かつ適正な判

断が歪められてしまうこと、または歪められているのではないかと疑われかねない事態」のことを指します。 

具体的には、製薬企業や医療機器メーカーから研究者へ提供される謝金や研究費、株式、サービス、知的所有権

等がこれにあたります。 

なお、本研究の利益相反についてはそれぞれの施設の利益相反審査委員会で審査され、適切に管理されています。 

☐ あり（企業名：                ） 

☒ なし 

 

7．お問い合わせ先 

本研究に関するご質問等がありましたら下記の連絡先までお問い合わせ下さい。 

ご希望があれば、他の研究対象者の個人情報及び知的財産の保護に支障がない範囲内で、研究計画書及び関連

資料を閲覧することが出来ますのでお申出下さい。 

また、試料・情報が当該研究に用いられることについて患者さんもしくは患者さんの代理人の方にご了承いた

だけない場合には研究対象としませんので、下記の連絡先までお申出ください。その場合でも患者さんに不利益

が生じることはありません。ただし、お申出いただいた時に、すでに研究結果が論文などで公表されていた場合

には、対応できないことがあります。 

 

※照会先および研究への利用を拒否する場合の連絡先： 

栃木県宇都宮市陽南４－９－１３ 028-658-5151 薬剤部 吉澤 朝枝（研究責任者） 

研究責任者：  

 

 

 

 

研究代表者：慶應義塾大学薬学部 医療薬学・社会連携センター 医療薬学部門 河添 仁 

 


